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けにより、「一番大切なことは何か」「良いタ

イトルとはどういうものか」を児童自身が振

り返り、良い基準を児童自らがつくり出して

いくことができた(図 5—1~4 参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ OPP シートおよび学習指導案の修正 

学習指導案に基づいた授業を実施し、OPP

シートに記述された「学習履歴」「本質的な問

い」「変容の自己評価」により総括的評価を行

った。児童に伝えたい内容を伝えることがで

きたのか、教材・教具は妥当であったか、学

習課題によって知識の構造化が図れたか、学

習課題の解決を図る学習活動は適切であった

か、などの視点で OPP シートおよび学習指

導案の修正を行った。 

最初に授業を実施した 3 組の OPP シート

の記述を検討する中で、特に第 3 時に課題が

あることが明らかになった(表 3 参照)。 

 

第 3 時では、学習履歴の欄に伝えたい内容

を記述した児童の割合が低く、知識の構造化

が十分に図られていないことが分かった。そ

こで第 3 時の学習指導案の修正を行った後、

2 組、1 組の授業を実施した（表 4 参照）。 

時 伝えたい内容 理解の割合

第 1 時 日本は食料の多くを外国からの輸

入に頼っているから、自給率を上げ

なければ困る。 

29/35 
83% 

第 2 時 安くて便利だけでなく、安全・健康

を考えた食生活をすることが大切。 

25/35 
71%

第 3 時 世界の人口は増えているので、外国

のことや環境のことも考えた食生

活が大切。 

21/35 
60% 

第 4 時 食料を確保するためには、食べ物を

大切にすることや自給率を上げて

いくなどの努力が必要。 

29/34 
85% 

 

図 5-1．Ｋ児の学習履歴① 

図 5-2．Ｋ児の学習履歴② 

図 5-3．Ｋ児の学習履歴③ 

表 3．学習内容を適切に記述した児童の割合(3 組) 

図 5-4．Ｋ児の学習履歴④ 
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－ 116 －



 

 

 

 

(2) 授業改善の結果と検証 

① 異クラス実施による授業改善 

 授業改善の効果を検証するため、3 組、2

組、1 組の順で同じ単元を同時期に実施した。

ここでは、第 1 時の板書記録の比較と分析に

よる授業改善の結果と表 4 で示した第 3 時の

授業改善の結果について述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ授業を実施した図 6 と図 7 の板書を比

較すると、後で実施した 1 組の板書(図 7)の

方がより整理され、学習内容が構造化された

板書となっている。表 5 から OPP シートの

学習履歴に記述された学習内容を比較すると、

1 組の児童の方が適切に記述した児童の割合

が高くなっている。このことから学習履歴に

基づいた板書の改善も効果があったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 組で行った授業内容(第３時) 学習指導案を修正し 1 組で行った授業 改善点 

1．「世界の人口の変化」「世界の耕地面積

の変化」の 2 つのグラフを読み取る。 

2．本時の課題をつかむ 

 

 

 

 

3．全体での話し合いをする。 

4．資料や板書を見ながら、課題について

確かめる。 

5．まとめと次時の予告 

6．OPP シートを記入する。 

1．「世界の人口の変化」「世界の耕地面積

の変化」の 2 つのグラフを読み取る。 
2．本時の課題をつかむ 

 

 

 

 

3．グループでの意見交換 

4．全体での話し合いをする。 

5．資料や板書を見ながら、課題について

確かめる。 

6．まとめと次時の予告 

7．OPP シートを記入する。 

・本時の学習課題が児童のもの

になりきっていなかったため、

既有の知識や経験を生かした学

習課題の解決ができなかった。

学習課題に取り組む前に、資料

を用いてポイントとなる知識の

思い起こしをするとともに学習

課題をわかりやすくした。 

・全体での話し合いの前に、グ

ループで意見交換し、より多く

のアイデアが共有できるように

した。 

表 4．学習指導案の修正(第 3 時) 

外国のことまで考えたとき、食料問

題について私たちが考えなければな

らないことはどんなことだろうか？ 

外国のことまで見つめると、食料に

ついて考えなければならないことは

どんなことだろうか？ 

図 6．3 組第 1 時板書（10/30）

図 7．1 組第 1 時板書（11/8） 

板書における課題 
 
・学習課題等を板書してい
たため時間がとられた。 
・資料や板書の配置が悪く
見にくい。 
・黒板のスペースを有効に
使用できていない。 

板書における改善 
 
・学習課題やキーワード等
を用意し、時間短縮を図る。
・大切なポイントをまとめ
て重点化した。 
・授業段階ごとに配置し構
造化した。 
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これらの具体的記述を見ても、今回の社会

科の学習が児童の社会の見方・考え方・感じ

方を変容し、保護者にもそのことが伝わった

ということが言えるのではないだろうか。 

④ 授業改善の知見 

これまで述べてきたOPPAを活用した問題

解決的な学習の授業改善サイクルの内容と結

果考察から、OPPA の有用性を確かめること

ができた。 

授業改善は研究会等を通して複数でやるも

のと考えていたが、OPPA を取り入れること

によって、実践者の中で内化・内省・外化が

起こり、一人での授業改善が可能になった。

また、児童の見とりについても、授業中の発

言や反応、表情等から感覚的に捉えていたも

のが、OPP シートの学習履歴から「教師の意

図した内容が伝わったのか」を具体的に見と

ることが可能になった。それによって、児童

に対して次の働きかけが効果的に行えるよう

になった。さらに、OPP シートを作成する過

程で「単元を通して伝えたいこと」を意識す

ることで、授業間につながりが生まれ、単元

の構造化にもつなげることができたと考える。 

 

6．今後の課題 

 今回の研究を終えて、OPPA を生かした授

業改善をより確かなものとしていくために、

今後さらに課題意識をもった実践研究を継続

していく必要性を感じる。 

来年度の研究課題として、①地域教材を用

いた社会科の問題解決的な学習における

OPPA の生かし方、②小学校の様々な教科・

領域・学校行事等での OPPA の活用、③学び

の有用感を育む OPP シートの活用(教師によ

る働きかけと自己評価を通して)、等に取り組

んでいきたいと考える。 

 

7．おわりに   

 慌ただしい学校現場を離れ、教職大学院に

入学し、自身が抱えていた社会科における課

題について、研究・実践・検証をする機会が

得られたことは大変、有意義であった。 

OPPA を活用した授業改善に取り組んだの

は今回が初めてであったため、理論的な背景

や OPP シートの作成、授業での用い方など

について様々な方から丁寧に指導していただ

いた。今年度の研究で、OPPA を活用するこ

との手ごたえを得ることができた。今後さら

に実践を重ね、手ごたえをより確かなものに

していきたい。 

 

8．引用文献、参考文献 
・堀哲夫(2011)『OPPA の基本的骨子と理論的背景の関係

に関する研究』山梨大学教育人間科学部紀要 第 13 巻 

・ベネッセ教育研究開発センター(2006）『第 4 回学習基本

調査・国内調査』 

図 14 Ｓ児の保護者欄（1 組）

図 15 Ｎ児の保護者欄（3 組）
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